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8eC 上に഑৴されているニϡース記事を話୊として，情

報఻ୡをしながら，ユーβの発話へ多様にԠ答できるಠ自

のԻ੠対話システϜを։発した．ै དྷのԻ੠対話システϜ

では一໰一答ܕがओྲྀであり，ニϡース記事のようなまと

まった情報の఻ୡにはదしていない．また，ニϡース記事

の読み上げシステϜの৔合は，ユーβが質໰をはさΉこと

ができない．そこで，会話用要໿技術，パラ言ޠ認識ث，間

のௐ੔，Ի੠合੒ثといったԻ੠対話システϜに関する৽

たな要ૉ技術を։発し，8eC 上にリアルタイϜに഑৴され

ているニϡース記事を話୊にして日本ޠでԻ੠対話がՄ

ೳな実ݧシステϜをߏஙした．これにより，さま͟まなར

用シーンでシステϜのূݕを容қにおこなうことができる

ようになった．今後，本システϜを実用化することにより，

ӡ転中にυライバの話し૬手となるようなԻ੠対話がՄೳ

となる．

"#453"$5

An original spoken dialogue system was developed 
that is capable of diverse responses to user utterances 
while communicating information using news articles 
distributed on the Internet. Most conventional spoken 
dialogue systems are question-and-answer types, and 
are not suited to communicating large amounts of 
information such as news articles. In addition, users 
are unable to interrupt news article read-aloud systems 
with questions. Therefore, new key technologies 
related to spoken dialogue systems were developed, 
including conversation summarization technology, 
a paralanguage recognizer, pause adjustment, and a 
speech synthesizer, and an experimental system was 
constructed that is capable of spoken dialogue in 
Japanese using news articles distributed in real time 
on the Internet. This enabled easy system verification 
in various usage scenarios. Practical application of this 
system will enable spoken dialogue in the manner of a 
conversation partner for drivers while driving.

̍ɽ·͕͖͑

自ಈं業քはグローバルで事業ڥ؀がܹٸに変化してお

り，$A4E（コネクテッυ，自ಈӡ転，シΣアリング，ి ಈ

化）をはじめとする৽技術や৽サーϏスの։発がٸ଎に進

んでいる．ಛに，コネクテッυ技術の進化により，υライ

バはं内にいながらさま͟まなサーϏスをڗडできるよう

になりつつある．ۙ 年，A* スϐーΧのようにԻ੠対話がՄ

ೳなं内͚޲システϜのීٴが進んでいる．その一例とし

てHonda	1erTonal	ATTiTtant があり，υライバの発話から

ҙਤをཧղし，Իָ再生やルートࡧݕ，マニϡアルのఏࣔ

といった機ೳをఏڙしている．

このようなं内でのԻ੠対話システϜは，コネクテッυ

技術の進లにより進化しており，これまでं載ثでॲཧを
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していたԻ੠認識や言ޠཧղなどがクラ΢υ上で実行され

るようになった．その݁Ռ，システϜのੑೳがඈ༂的に高

まり，Իָ഑৴や地ཧ情報などのクラ΢υサーϏスとの࿈

．も֦がっているܞ

また，今後の自ಈӡ転のීٴにより，ं 内での時間の࢖

い方も変わΖうとしている．これまでυライバはӡ転に集

中しな͚ればならなかった．しかし，必要なときだ͚ӡ転

をおこなうのであれば，Ҡಈ中に自༝に࢖える時間が増え，

外部とのコミϡニέーションに対するニーζも高まる．そ

のաఔにあるࡏݱの自ಈӡ転Ϩϕルでは，υライバは常に

前方を஫ࢹしな͚ればならないという制໿がある．そのた

め，Ի੠だ͚でコミϡニέーションをおこなえる，Ի੠対

話システϜの価値は高いとߟえられる．このように，$A4E

時代においてはӡ転中にυライバの話し૬手となるような

Ի੠対話システϜへの要๬が高まると思われる．

そこで，զ々は8eC 上でリアルタイϜに഑৴されてい

るニϡース記事について，情報఻ୡをしながら，ユーβの

発話にԠじた多様なԠ答をおこなうことができるಠ自のԻ

੠対話システϜ（１）の։発をおこなってきた．

さらに本研究では，このシステϜのূݕのためにߏஙし

たユーβがタブϨット୺຤をհしてԻ੠対話をՄೳとする

実ڥ؀ݧについて঺հする．

̎ɽԻ੠ର࿩γεςϜ

�����ैདྷܕのԻ੠ର࿩γεςϜ
A* スϐーΧをはじめとするैདྷܕのԻ੠対話システϜ

は一໰一答や読み上げがओྲྀである．

一໰一答の৔合，ユーβがʮ今日のఱؾはʁʯと発話する

と，システϜはʮ今日の౦ژのఱؾは੖れです．ʯといった

ように一つの໰いに一つの答えをฦす．この手๏では，シ

ステϜから自発的な発話はおこなわないため，ユーβは自

༝に対話をおこなうことはできない．

また，読み上げの৔合は，ユーβがʮ今日のニϡース

はʁʯと発話すると，システϜがʮୈ 19 ઓメΩシコ (1 の

ܾ勝Ϩースが 10 月 29 日ޕ後１時 10 分よりおこなわれま

した．ޕ前中は੨ۭが広がったఱީも・・・ʯのようにニϡー

ス記事を読み上げる．よって，この手๏でも，ユーβが質

໰を発話しても，システϜは回答をおこなわないため，

ユーβは対話をおこなうことはできない．

このようなैདྷܕԻ੠対話システϜは，一ൠに Fig. 1に

ࣔすようにԻ੠認識ث，対話؅ཧ部，Ի੠合੒ثでߏ੒さ

れている．まͣ，ユーβ発話のԻ੠がシステϜにೖ力され

るとԻ੠認識ثによりテΩストへ変׵される．ଓいて，変

されたテΩストは対話؅ཧ部に渡される．対話؅ཧ部׵

は，シナリオのデータϕースを参রし，ユーβ発話のҙਤ

にԠじたԠ答文を生੒する．最後に，生੒されたԠ答文は

Ի੠合੒ثに渡され，システϜ発話のԻ੠がग़力される． Fig. 1   Architecture of conventional system

�����ఏҊ͢るԻ੠ର࿩γεςϜ
そこで，ఏҊするԻ੠対話システϜでは，8eC 上に഑৴

されているニϡース記事を話୊として，ユーβとこのシス

テϜとの自༝な対話を実ݱするものである．これにより，

システϜがʮୈ 19 ઓメΩシコ(1のܾ勝Ϩースがおこなわ

れたんだって．ʯと発話したࡍに，ユーβがʮいつʁʯと質໰

をすると，システϜはʮ10 月 29 日ޕ後１時 10 分だよ．ʯと

いったԠ答をおこなうことがՄೳとなる．

ैདྷシステϜの技術では，システϜが఻ୡ中の情報につ

いてユーβが質໰をおこなってもԠ答をすることができな

かった．また，ユーβからの質໰をड͚てからԠ答ॲཧを

おこなっているため，ଈԠੑの高い対話をおこなうことが

できなかった．本システϜは Fig. 2にࣔすように対話前ॲ

ཧ部と対話ॲཧ部でߏ੒されている．対話前ॲཧ部では，

8eC 上のニϡース記事をऩ集してղੳすることで，ユーβ

に఻ୡする発話ܭըデータϕースやユーβからの質໰に対

するԠ答データϕースを事前に作੒する．	

この対話前ॲཧ部と対話ॲཧ部により，ै དྷのシステϜ

では容қではなかった情報఻ୡ中の質໰Ԡ答とଈԠੑの高

い対話を実ݱした．

�������ର࿩લॲཧ෦
対話前ॲཧ部では，会話用要໿技術を࢖用してニϡース

記事からシナリオと質໰Ԡ答を生੒する．会話用要໿技術

は Fig. 2中のシナリオ生੒部とԠ答生੒部で実ݱされる．

本システϜにೖ力されるニϡース記事は書き言༿で表ݱさ

れており，Ի੠による఻ୡにはదしていない．そこで，対

話前ॲཧ部では，ニϡース記事を会話用に要໿し，話し言

༿に変׵する．要໿された文は発話ܭըデータϕースに֨

ೲし，要໿に用いられなかった文はԠ答データϕースに֨

ೲする．また，8iLipedia などの8eC 上の情報を用いて，

ニϡース記事からநग़した୯ޠのఆ義を生੒し，質໰Ԡ答

に用いる．

�������ର࿩ॲཧ෦
対話ॲཧ部では，発話ܭըデータϕースの情報をԻ੠合

੒し，ユーβに఻ୡする．また，ユーβ発話を認識すると，

発話内容にԠじてԠ答データϕースの情報をར用してԠ答

をおこなう．
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Fig. 2   Architecture of proposed system

対話ॲཧ部は Fig. 2中のパラ言ޠ認識ثをඋえており，

発話ҙਤにԠじてシステϜアクションをおこなう．パラ言

とは，イントネーション，リζϜ，ϙーζといったपลޠ

言ޠ情報である．

例えばシステϜがʮୈ 19 ઓメΩシコ (1 のܾ勝Ϩース

がおこなわれたんだって．ʯと఻えたࡍに，ユーβがʮメΩ

シコ (1ʁʯと発話した৔合，ै དྷのԻ੠認識のみではʮメ

Ωシコ (1ʯというテΩスト情報しかऔಘできないため，

ユーβのҙਤをղऍできない．６छ類のパラ言ޠを認識す

ることで，ユーβҙਤがٙ໰なのか൓෮要ٻなのか識ผす

る．文のޠඌのイントネーションが上がっているような৔

合，システϜはユーβがٙ໰を໰いか͚ていると൑断し，

ʮメΩシコ (1っていうのは・・・ʯと質໰Ԡ答をおこなうこ

とができる．文のޠඌのイントネーションが下がっている

৔合，ユーβが同ҙしてཉしいと൑断し，ʮそう．メΩシコ

(1ʯと൓෮をおこなう．

また，対話ॲཧ部には，Fig. 2中の間のௐ੔部をඋえて

おり，システϜ発話の間のௐ੔をおこなうことで，ユーβ

が質໰しやすく，ཧղしやすい会話のリζϜを実ݱした．

本システϜでは，発話内の文અ間およͼ発話間の間を推ఆ

して，システϜ発話にૠೖする．これにより，ニϡース記

事のようなまとまった情報を఻ୡする৔合でも，ユーβが

ཧղしやすく，発話中でもׂり込みやすい間を実ݱした．

さらに，対話ॲཧ部では，ニϡース記事のようなまとまっ

たྔの情報を఻えるため，ஊ話ߏ଄上の発話の໾ׂにԠじ

たメリϋリのある話し方がՄೳなԻ੠合੒ثを౥載した．

̏ɽཁૉٕज़

�����ձ࿩༻ཁ໿ٕज़
ニϡース記事から会話用の要໿を生੒するため，ਂ ૚学

शを用いた要໿Ϟデル（̎）を։発した．

�������୯ޠॏཁ౓ਪ定Ϟσϧ
ニϡース記事から要໿を作੒するために，記事から重

要文をநग़した．重要文நग़のϞデルには最大ඃ෴Ϟデル
（̏），（４）を用いた．最大ඃ෴Ϟデルでは，制ݶの文਺にऩま

る範囲で重要୯ޠをできるだ͚多くඃ෴する文集合をந

ग़した．記事内の重要୯ޠをநग़するため，ै དྷは分類や

回ؼに࢖用される機ց学शの手๏である random	 GoreTt に

よって推ఆした値を用いていた．今回は重要୯ޠのநग़に

ਂ૚学शをద用した．

ਂ૚学शを用いた୯ޠ重要౓推ఆϞデルを Fig. 3にࣔ

す．本Ϟデルは，#ERT（̑）を用いており，文຺をྀߟして

୯ޠの重要౓を推ఆする．#ERT とは，大ྔの文書データ

を用いて事前に学शすることで，タスクのੑೳվળをਤる

自વ言ޠॲཧϞデルである．学शデータは，ニϡース記事

100 本について，̏ 人の作業者が要໿したものを࢖用した．

Ϟデルにೖ力するิॿ情報には，Ҏ下 12 छ類の情報を用

いた．

（１）	඼ࢺ大分類，඼ࡉࢺ分類，活用形，活用ܕ，Χテΰリ，

υメインといった形態ૉ情報

（̎）	୯ޠのग़ݱස౓を表すࢦඪ値（Term	FreRVencZ�	TF）

（̏）	୯ޠのرগੑを表すࢦඪ値（*nv e r T e	 D o c Vme n t	

FreRVencZ�	*DF）
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Fig. 3   Word importance estimation model
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Fig. 4   Evaluation results of important sentence 
extraction

Fig. 5   Sentence compression model

（４）	TFと *DFの （ੵTF-*DF）

（̑）	୯ޠがタイトルにؚまれているかどうか

（６）	ׅ かどうかޠ内の୯ހ

（̓）	記事にお͚る文とஈམのҐஔ

クラスݱ༗表ݻ	（̔）

（̕）	係りड͚のछ類

（10）	係りड͚木（文અの係りड͚関係を表す木）のਂさ

（11）	係りݩの文અ਺

（12）	文಄からの文અのҐஔ

作業者 *D は，ෳ਺の作業者のデータを混ぜて学शさせ

るためのもので，作業者情報を 1-oG-L で۠ผして༩えた．

1-oG-L とは，一つの੒分が１で࢒りの੒分がすべて̌のϕ

クトル表ݱである．

Ϟデルのධ価݁Ռを F i g . 4 にࣔす．ධ価ई౓にはテ

Ωスト要໿のධ価値の一つである R06(E-1 を用いた．

R06(E-1 は 1.0 にۙい΄ど良いධ価を表す．#ERTによ

る事前学शなし，ิ ॿ情報なしで୯一作業者のデータを用

いて学शしたϞデルを 4E.1，これに事前学शをおこなっ

たϞデルを 4E.1_pre，さらにิॿ情報を加えて学शし

たϞデルを 4E.1�_pre，作業者̎人のデータを用いて学

शしたϞデルを4E.2�_pre とした．比ֱのため，random	

GoreTt の݁Ռを RF，作業者の݁ՌをHVman，ランμϜに

文をநग़した݁ՌをRandom，記事の先಄から,文நग़し

たときの݁Ռを LEAD としてࢉग़した．実ݧの݁Ռ，ఏ

Ҋ手๏である 4E.2�_pre の݁Ռが最も良く，ै དྷ手๏の

random	GoreTt と比べて高いੑೳをୡ੒した．

�������จѹॖϞσϧ
ニϡース記事は書き言༿で記ड़されているため，一文に

ؚまれる情報ྔが多い．そこで，一文にؚまれる情報ྔを

減し，文ѹॖをおこなうことで，話し言༿で఻ୡするの࡟

にదした形に変׵した．文ѹॖは文અϨϕルのྻܥラϕリ

ング໰୊としてఆ式化した．ྻܥラϕリング໰୊とは，ܥ

ྻの֤要ૉにద੾なラϕルྻを෇༩する໰୊である．本研

究では，文અ୯Ґで発話にؚめるか൱かをラϕル෇͚した．

ਂ૚学शを用いた文ѹॖϞデルを Fig. 5にࣔす．本Ϟデ

ルは，#ERTを用いた．#ERTでಘられた୯ޠのຒめ込み

表ݱを TelG-attention（６）によって文અごとに૊み上げてい

る఺が，୯ޠ重要౓推ఆϞデルと異なる．学शデータは，

୯ޠ重要౓推ఆϞデルと同じくニϡース記事 100 本につい

て，̏ 人の作業者が要໿したものを࢖用した．Ϟデルにೖ

力するิॿ情報は，୯ޠ重要౓推ఆϞデルで࢖用したิॿ

情報から文とஈམのҐஔをআいたものとした．

Ϟデルにテストデータをೖ力し，正ղ率（AccVracZ）で

ධ価した݁Ռを Fig. 6にࣔす．#ERTの事前学शなし，ิ

ॿ情報なしで୯一作業者のデータを用いて学शしたϞデル

を 4$.1，これに事前学शをおこなったϞデルを 4$.1_

pre とした．さらにิॿ情報を加えて学शしたϞデルを

4$.1�_pre，作業者̎人のデータを用いて学शしたϞデ

ルを 4$.2�_pre とした．比ֱのため，ิ ॿ情報と文અを

	ස౓のϕクトル（CaHݱग़ޠ੒する୯ߏ oG	 wordT）をૉੑと

して，時ྻܥデータをѻえるਂ૚学शϞデルの一つである

૒方޲ L4T.を用いて文ѹॖした݁Ռを #iL4T. とし

てࢉग़した．また，作業者の݁Ռを HVman，ランμϜに文

અをબ୒したときの݁Ռを Random，文ѹॖをおこなわな

かったときの݁ՌをNo$ompreTTion としてࢉग़した．実

の݁Ռ，ఏҊ手๏である4$.2�_preݧ の݁Ռが最も良く，

#iL4T.と比べて高いੑೳをୡ੒した．
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Fig. 6   Evaluation results of sentence compression
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Fig. 7   Intention recognition model

Table 1   User intention types, their effects, and corresponding system actions

�����ύϥޠݴೝࣝث
ユーβの発話ҙਤにԠじたシステϜԠ答を実ݱするた

め，ਂ ૚学शを用いてユーβの発話ҙਤ認識Ϟデルを生੒

し，パラ言ޠ認識（11）-（̓）ثを作੒した．

ユーβの発話ҙਤを認識するϞデルを Fig. 7にࣔす．本

Ϟデルは時ྻܥのԻ੠をೖ力するとݱ時఺で༧測される

発話ҙਤのラϕルをग़力する．学शには本システϜとの໿

2000 回の対話から作੒した発話ҙਤデータセットを用い

た．本データセットは，ユーβ発話に対して Table 1にࣔす

ユーβ発話ҙਤのラϕル෇͚をおこなうことで作੒した．

まͣ，Ի੠を୹い時間で੾りग़してスϖクトログラϜを

生੒し，$NN	AVtoencoder にೖ力した．$NN	AVtoencoder	

とは，ࢣڭなしでಛ௃ྔをநग़Մೳなਂ૚学शϞデルであ

る．$NN	AVtoencoder の中間૚からಘられるӆ཯ಛ௃ྔを

識ผ部（1）にೖ力することで，発話ҙਤのラϕルを推ఆで

きる．ユーβ発話のԻ੠認識݁Ռや直前のシステϜ発話を

識ผ部 	L
 にೖ力することで，最ऴ的なラϕルを推ఆする．

識ผ部 	L
 は #ERTによる事前学शをద用した．

本Ϟデルによる発話ҙਤの認識݁Ռを Table 2にࣔす．

1はユーβ発話のӆ཯のみを用いて推ఆした݁Ռ，1�6は

Voice
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Encode

Decode

Sigmoid

Linear
256

256

30

128
512

512

1024
11

256
256 4

6

32

6
6

6 6

3

3

64
10 64

4

87
87

3
3

3
3

10

1

1024

Sigmoid

Linear

+

Self-attention

ReLU

Linear

Attention

vp vu

vs

{u }

Attention

BERT

LSTM

ReLU

Linear

+

+
e
i

M
i=1

{u }w
i

M
i=1 {u }ai

M
i=1

ReLU

Linear

{s }

BERT

+
e
k

N
k=1

{s }w
k

N
k=1 {s }ak

N
k=1

256
30

128

11

256
256 4

6

32 6 6

6
6

3

3
64

10

64

4

87 87
3

3

3
3

10

Effects User intention System action

Increasing information

Question Answer

Request supplement Provide explanations

Request repeat Repeat

Decreasing information
Disinterest Change topic

Omit detailsAlready known

Avoiding overlaps Wait request Listen

Table 2   Discrimination results of intention recognition

With BERT pre-training
With auxiliary information

With BERT pre-training
Without auxiliary information

P P+U P+U+S P+U

Majority vote 0.920 0.958 0.962 0.957

At least one vote 0.920 0.957 0.961 0.953

Request supplement

Question

Majority vote 0.836 0.911 0.913 0.901

At least one vote 0.827 0.882 0.887 0.881

Request repeat

Disinterest

Majority vote - - - -

At least one vote 0.700 0.826 0.832 0.795

Majority vote 0.893 0.913 0.908 0.903

At least one vote 0.797 0.811 0.805 0.810

Already known
Majority vote 0.818 0.939 0.939 0.939

At least one vote 0.702 0.825 0.831 0.817

Wait request
Majority vote 0.716 0.885 0.865 0.885

At least one vote 0.614 0.688 0.692

P+U+S

0.961

0.956

0.906

0.887

-

0.805

0.898

0.804

0.939

0.828

0.858

0.6890.688

Without BERT pre-training
Without auxiliary information

P+U

0.940

0.923

0.895

0.847

-

0.784

0.898

0.804

0.939

0.806

0.845

P+U+S

0.951

0.938

0.896

0.865

-

0.805

0.897

0.803

0.939

0.817

0.838

0.6720.634
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Fig. 8   Pause estimation model between phrases in 
utterance

Fig. 9   Pause error between phrases in utterance

ユーβ発話のӆ཯とそのԻ੠認識݁Ռを用いて推ఆした

݁Ռ，そして，1�6�4 はユーβ発話のӆ཯とそのԻ੠認識

݁Ռに加えてシステϜ発話を用いて推ఆした݁Ռである．

ユーβ発話のӆ཯に加えてユーβ発話のԻ੠認識݁Ռをೖ

力することですべてのҙਤのਫ਼౓が高まった．#ERTによ

る事前学शをおこなうことによってもਫ਼౓が高まった．

�����ؒのௐ整
ਂ૚学शを用いてシステϜ発話の間（ϙーζ）を推ఆ（12）

することで，ユーβが質໰しやすく，ཧղしやすい間を実

．する機ೳを։発したݱ

�������ൃ࿩಺จઅؒϙʔζਪ定Ϟσϧ
発話内の文અと文અの間のϙーζを推ఆするϞデルを

Fig. 8にࣔす．本Ϟデルは૒方޲L4T.を用いており，前

後の L4T. の状態にجづいて文અ間のϙーζをܾめる．

ϞデルにはL4T.により文અの文ࣈをೖ力した．

Ϟデルの学शには要໿，ޠޱ化したニϡース記事 100 本

を੠༏に発話させて作੒したϙーζ長タグ෇きコーパスを

用した．ऩ࿥にあたり，੠༏にはҎ下の̏఺について஫࢖

ҙするようࣔࢦした．

（１）	聞き手にཧղさせるつもりで発話すること

（̎）	૬手にཧղさせるために重要なՕ所と重要でないՕ

所をメリϋリつ͚て発話すること

（̏）	発話中に質໰がׂり込まれるՄೳੑをҙ識し，質໰が

༧想される৔所に自વな間をೖれること

本Ϟデルによるϙーζの推ఆ値と正ղのࠩޡのώスト

グラϜを Fig. 9にࣔす．0.2 ඵະຬのࠩޡのׂ合は 77�で

あった．

�������ൃ࿩ؒϙʔζਪ定Ϟσϧ
発話と発話の間のϙーζを推ఆするϞデルを Fig. 10に

ࣔす．ࡏݱの発話と次の発話の情報を用いて発話間のϙー

ζを推ఆした．発話間のϙーζはಛ௃ྔに，発話内文અ間

ϙーζ推ఆϞデルの L4T. の最後のӅれ૚の値を用い，

ઢ形回ؼϞデルの一つである#aZeTian	ridHe Ϟデルによっ

て推ఆした．学शには発話内文અ間ϙーζ推ఆϞデルと同

様にϙーζ長タグ෇きコーパスを࢖用した．本Ϟデルによ

るϙーζの推ఆ値と正ղのࠩޡのώストグラϜを Fig. 11

にࣔす．0.5 ඵະຬのࠩޡのׂ合は 75�であった．

�����Ի੠߹੒ث
ニϡース記事のようなまとまったྔの情報を఻えるた

め，発話のஊ話ߏ଄上の໾ׂをར用して，メリϋリのある

Ի੠合੒（13）ثを։発した．発話文をʮ発話અʯという৽ن
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Fig. 10   Pause estimation model between utterances

Fig. 11   Pause error between utterances
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Fig. 12   Example of discourse structure

Fig. 13   DNN speech synthesis model considering utterance sequence features

情報がෳ਺ؚまれͣ，一ଉで発話する୯Ґに分ׂする．そ

の上で，発話અの໾ׂを最も఻えたい内容をؚΉ文（֩），

֩を఻えるためのリーυ文（前ஔき），情報をิ଍する文

（ิ଍）の三つに分類し，これらをԻ੠合੒のิॿ情報とし

てར用する．これにより，発話ྻܥશ体でӆ཯や間の制ޚ

をՄೳとした．発話અの໾ׂの例を Fig. 12にࣔす．Ի੠合

੒のج൫システϜにはਂ૚学शにجづくԻ੠合੒システϜ

である.erlin（14）を࠾用した．

�������Ի੠߹੒Ϟσϧ
ਂ૚学शによるԻ੠合੒Ϟデルを Fig. 13にࣔす．	本Ϟ

デルでは，ೖ力に言ޠಛ௃やフϨーϜಛ௃に加えて発話અ

のҐஔと໾ׂを表すಛ௃（発話ྻܥಛ௃）を༩える．発話અ

のҐஔは，ࡏݱの発話がஈམ内のԿ番目であるかをࣔす情

報である．

Ի੠合੒Ϟデルの学शには，ニϡース記事 39 本を੠༏

が読み上げたデータセットを࢖用した．読み上げ原稿には

あらかじめ発話અの໾ׂをࣔしてあり，੠༏にはҎ下の̏

఺についてࣔࢦをおこなった．

（１）	֩ の໾ׂの内容を聞き手にはっきり఻わるように話

すこと

Paragraph Position Role Content of spoken phrase

1 1 Front satellite

2 Nucleus

3 Rear satellite

2 1 Nucleus

2 Nucleus

3 Rear satellite

3 1 Front satellite

2 Front satellite

3 Nucleus

4 Rear satellite
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（̎）	聞き手がうなͣきながらௌいていることを想ఆし，్

中で大きく間をۭ͚ることなく話すこと

（̏）	日常会話のようなޱௐで聞き手にニϡースを఻える

つもりで話すこと

10 分ׂަࠩݕఆでԻ੠合੒Ϟデルのग़力とݩデータの

Ի響ಛ௃ྔのࠩޡをࢉܭした݁Ռを Table 3にࣔす．F0-

R.4E，dVr-R.4Eはそれͧれج本प೾਺，Իૉܧଓ長の

ฏۉ二৐ࠩޡฏ方根を表している．.$D，#AD はそれͧ

れメルέプストラϜͻͣみ，ଳҬごとの非प期ੑࢦඪの

ͻͣみを表している．メルέプストラϜͻͣみとは，ݩ

データとԻ੠合੒Ϟデルのग़力のࠩ異を測る٬観ࢦඪ値

である．発話ྻܥಛ௃を加えることにより，ϕースライン

に比べてج本प೾਺，Իૉܧଓ長のࠩޡがখさくなった．

メルέプストラϜ，非प期ੑࢦඪについてもわͣかにվ

ળがみられた．

̐ɽ࣮ γεςϜݧ

૸行中のं྆内で，多くのユーβがさま͟まなシーン

でར用して本システϜධ価をおこなえるようにするため，

2.2. અでड़べたఏҊシステϜをもとに，タブϨット୺຤を

հしてユーβがԻ੠対話Մೳな実ݧシステϜをߏஙした．	

実ݧシステϜのߏ੒を Fig. 14にࣔす．8eC 上のニϡー

ス記事のऩ集とղੳは対話前ॲཧサーバでおこなう．対話

前ॲཧサーバは8eC 上からఆ期的にニϡース記事をऩ集

することで，ユーβにリアルタイϜに情報をఏڙできる．

Table 3   Comparison of performances with and 
without utterance sequence features

F0-RMSE dur-RMSE MCD BAD

Base line 36.420 4.779 5.064 0.660

Proposed model 35.435 4.768 5.047 0.659
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Fig. 14   Experimental system

Fig. 15   Example of using experimental system

発話ܭըのԻ੠合੒などは対話ॲཧサーバがおこない，

ユーβはタブϨット୺຤をհして対話をする．Ի੠認識に

は(ooHle 社がఏڙするԻ੠認識クラ΢υサーϏスである

(ooHle	4peech	A1* を࢖用した．

実ݧシステϜのར用例を Fig. 15にࣔす．本実ݧシステ

Ϝは，日本ޠのニϡース記事を用いており，日本ޠでԻ੠

対話ができる．ユーβはタブϨット୺຤がඋえるスϐーΧ

とマイクをར用してԻ੠対話をおこなう．ユーβは8eC

に഑৴されている०のニϡース記事を知ることができ，ٙ

໰に思ったことをシステϜに質໰することができるように

なった．

このシステϜを活用することで，ར用ҙཉに対するओ

観ධ価や，情報఻ୡ効率などの測ఆができる．今後このよ

うに，Ի੠対話システϜの༗効ੑをূݕしていく所ଘで

ある．
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̑ɽ·とΊ

会話用要໿，パラ言ޠ認識，間のௐ੔およͼԻ੠合੒と

いったԻ੠対話システϜの要ૉ技術։発にऔり૊んだ．ま

た，それらの技術を૊み込んでタブϨット୺຤をհして対

話がՄೳなシステϜをߏஙした．

ैདྷܕの一໰一答ܕのシステϜやニϡース記事読み上げ

システϜに比べて，本システϜは情報఻ୡ中の質໰Ԡ答と

ଈԠੑの高い対話がՄೳとなる．

今後は，本システϜを実ࡍにं内で࢖用したࡍのධ価や

日本ޠҎ外の言ޠへ対Ԡしていきたい．
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